
【基本目標３】
地域の資源・人材を活かした産業構造を構築すること
により、仕事と収入を確保します。

３ 仕事と収入の確保
〜経済の⾃⽴〜

○「⻑野県航空機産業振興ビジョン」
の取組を推進し、航空機産業への
参入を支援

○世界と競争できる
「世界水準の山岳高原リゾート」を
目指す「観光地域づくり」の推進
世界を魅了するしあわせ観光地域づくりに向け

・「信州の観光新時代を拓く
⻑野県観光戦略2018」を策定

（１）経済構造の転換
○「アジアの航空機システム拠点」形成
・人材育成,研究開発,実証試験までの一貫体制構築
・国内唯一の防爆試験機の設備を整備
・信州大学航空機システム共同研究講座の開設

○379か所に無料公衆無線ＬＡＮを整備
（Ｈ27〜Ｈ29）

○観光地域経営を担う舵取り役としての
県ＤＭＯを構築

・（一社）⻑野県観光機構が観光庁から
地域連携ＤＭＯとして登録される（H29年11月）

・市町村や地域ＤＭＯを支援するため、県ＤＭＯの
マーケティング機能が強化される

エンジン

機体

航空機システム

主 な 取 組主 な 取 組 成 果成 果

「しあわせ観光地域づくり」
を実現する３つの戦略

戦略１ 観光の担い手としての
経営体づくり

戦略２ 観光地域としての基盤づくり
戦略３ 世界から観光客を呼び込む

インバウンド戦略



（１）経済構造の転換
○赤系ぶどうの“種なし皮ごと”品種
「ブドウ⻑果11」など６品種を育成

○県産農産物の輸出額が大幅に増加
5億6千万円(H28)

→10億4千万円(H29)

○Ｈ29.10.25 信州プレミアムカラマ
ツを第33回⽇本美林祭りで初出荷
通常のカラマツの約1.7倍の平均単価
（約25,000円/㎥）

○「スマート林業タスクフォース
ＮＡＧＡＮＯ」を設⽴し、
事業者の取組への
支援を開始 (H30〜）

20⺠間事業体、24自治体、1大学が参画

○県オリジナル新品種の開発と新品種等
への転換による生産性の向上
市場関係者・消費者への求評会の開催、苗木の
増産体制の整備等、オリジナル新品種等の販路
拡大に向けた取組を強化

○県産農産物の輸出拡大
輸出支援員の配置、県外バイヤー産地⾒学会、
輸出促進セミナーの開催等による取組強化

○県産材のブランド化を推進
・⺠有林と国有林とが連携し
「信州プレミアムカラマツ」の規格等を決定

（Ｈ29）

○産学官連携によるスマート精密林業
「⻑野モデル」の推進
・ドローンによる資源量調査など、ＩＣＴ
（情報通信技術）を活用した精密林業技術の

開発を産学官連携で推進(H28〜）

主 な 取 組主 な 取 組 成 果成 果

ドローンを活用した資源量調査

赤系新品種「ブドウ⻑果11」
（市場デビュー Ｈ３４）

（１）経済構造の転換
○「⻑野県⾷品製造業振興ビジョン」
を策定（H29.9)し、支援等を展開

○しあわせ信州⾷品開発センター(Ｈ27年設置)

による新商品開発支援

○新設発電所（高遠さくら、水芭蕉発電所）の
本格稼働及び大都市への売電

○県営発電事業の利益による
⾃然エネルギー地域基⾦の創設

○収益納付型補助⾦による
⾃然エネルギー事業の創出支援

(H27年度〜)

○⻑野県の強みを生かした高付加価値
⾷品を創出 107件（H29年度 試作含む）

○新設発電所の電気を「信州発⾃然エネ
ルギー」として大都市の需要家に売電
⇒ 大都市との未来志向の連携により、

地方創生に寄与
・売電先 ︓世⽥⾕区⽴保育園(41園)、

大阪・名古屋の企業等
・発電量 ︓約7,295千kWh増 (約2,030世帯分)
・料⾦収入︓約2億4千万円増

○⾃然エネルギー地域基⾦の活⽤
⇒県営発電事業の利益を繰出し

(H26〜28総額５億円)
⇒自然エネルギー発電事業を支援 24件

(H29年度末累計)

主 な 取 組主 な 取 組 成 果成 果

高遠さくら発電所 水芭蕉発電所

【支援事例】 wasabi cream-cheese
・新鮮で良質な安曇野産本わさび

100％と国産クリームチーズを
使用したチーズ。

・技術的な助言、試作加工室の貸出
等により支援。



（２）経済の⾃⽴的発展を支える担い⼿の確保
○県出身学生の地元就職促進の取組

○南信工科短期大学校の開校 (H28.4）
・工科短期大学校２校、技術専門学校６校、農業大

学校、林業大学校の充実を図り、県内産業が求め
る高度な人材を育成

○県出身学生の多い大学とのUターン
就職促進協定の締結
協定締結校
41校（H28） → 47校（H29）

○ジョブカフェ信州における個別相談、
セミナー等、若者の就業支援
相談者の県内就職率 76.8%(H30.3月卒）

○ポータルサイト
「シューカツNAGANO」
に県内企業情報ページをオープン

(H30.3月)

○高度な技能・技術を持った⼈材を輩出
南信工科短期大学校専門課程

第１期卒業生33名
上伊那地域の企業を中⼼に就職率100％

（H29年度）

イベントに参加するUターン
就職促進協定締結校の学生

主 な 取 組主 な 取 組 成 果成 果

186社掲載︕（H30.3末時点）
就活支援ポータルサイト「シューカツNAGANO」

県内企業の
アピールポイント
一挙大公開︕

労働生産性

県⺠経済計算
（企画振興部）

【備考】
全産業の県内総生産
（実質）を県内就業者
数で除した数値
[H31年度の実質経済成
⻑率２％を目標に設定]
注）県⺠経済計算の結
果が２年遅れで公表

年度 単位 基準値
(H24年度) H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 目標

(H29年度)

目安値
千円/人

8,054 8,095 8,137 8,178 8,220

実績値 7,153
(8,012)

7,296
(8,077)

7,314
(8,084)

7,612
(全国23位)

進捗区分 Ａ Ｂ Ｃ
（A）

数値目標の進捗状況

※基準値の（ ）内は、労働生産性の算出基礎となる県民経済計算の遡及改定前の値により算出した値

就業率
労働⼒調査モデル推計
値
（総務省統計局）

【備考】
15歳以上人口に占める
就業者数の割合[過去5
年間の1位の数値の平均
値をもとに設定]

年度 単位 基準値
(H26年) H27年 H28年 H29年 H30年 目標

(H31年)

目安値
％

59.6 59.7 59.8 59.9 60.0

実績値 59.6
(59.5)

60.6
(60.4)

60.8
(60.6)

61.2
(全国5位)

進捗区分 Ａ Ａ Ａ

＊進捗区分 ●「Ａ」︓目安値以上 ●「Ｂ」︓80％以上100％未満の進捗
●「Ｃ」︓80％未満の進捗 ●実績値なし︓今年度実績値が把握できない
・進捗割合＝(実績値－基準値）/(目安値－基準値） ・目安値︓各年の目標値

※基準値の（ ）内は、就業率の算出基礎となる労働力調査モデル推計値の遡及改定前の値により算出した値



進捗状況の分析
� 「労働生産性」については、算出基礎となる県民経済計算が遡及改定され、基準値が目標設
定時よりも低く算定されましたが、製造業の付加価値額の増加等により、H27年度は基準年度
（H24）に比べて6.4％増と目標設定時の想定（1.6％増）を上回りました。

� 「就業率」については、目安値を上回ったものの、 2017年の全国の就業率は58.9％で、前年に
比べ0.7ポイント上昇しており、全国的に雇用環境が改善しています。

� 今後の取組として、成長期待分野への展開支援、次代を担う農林業人材の確保などにより、生
産性の高い産業づくりを推進するとともに、人材不足に対するミスマッチの解消や潜在的な労
働力の掘り起こしなどにより、産業人材育成・確保を推進します。




















